
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
アンテナと接続されるアンテナ端子と、
送信回路と接続される送信端子と、
受信回路と接続される受信端子と、
電圧を印加するための コントロール端子と、
前記送信端子側にカソードが接続され、前記アンテナ端子側、及び前記コントロール端子
側にアノードが接続される第１のダイオードと、
前記アンテナ端子と前記受信端子との間に接続されるストリップ線路と、
前記ストリップ線路と前記受信端子との間にアノードが接続され、カソードが接地される
第２のダイオードとにより構成され、

前記第１及び第２のダイオードが前記
コントロール端子から並列に直流的に接 され、

前記 コントロール端子から前記第１のダイオードおよび前記第２のダイオード
両方をオン、または両方をオフにする電圧が供給

されることを特徴とする送受切替スイッチ。
【請求項２】
送信時には、前記コントロール端子には正の 電圧が印加され、また受信時に
は、前記コントロール端子に負の 電圧が印加されることを特徴とする請求項
１に記載の送受切替スイッチ。
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【請求項３】
前記第１のダイオードのアノードとカソードとがインダクタおよびコンデンサの直列回路
を介して接続され、前記第２のダイオードのカソードが、並列に接続されたインダクタお
よびコンデンサを介して接地されることを特徴とする請求項２に記載の送受切替スイッチ
。
【請求項４】
前記第２のダイオードのアノードとカソードがインダクタおよびコンデンサの直列回路を
介して接続されていることを特徴とする請求項２に記載の送受切替スイッチ。
【請求項５】
アンテナと接続されるアンテナ端子と、
送信回路と接続される送信端子と、
受信回路と接続される受信端子と、
電圧を印加するための第１のコントロール端子と、
電圧を印加するための第２のコントロール端子と、
前記アンテナ端子側、及び前記第１のコントロール端子側にアノードが接続され前記送信
端子側、及び前記第２のコントロール端子にカソードが接続される第１のダイオードと、
前記アンテナ端子と前記受信端子の間に接続されるストリッブ線路と、
前記ストリップ線路と前記受信端子との間にアノードが接続され、カソードが前記第２の
コントロール端子に接続される第２のダイオードとにより構成され、

直流的に接続され、
前記第１のコントロール端子に印加される電圧と前記第２のコントロール端子に印加され
る電圧との差により 、前記第１のダイオード
前記第２のダイオードの両方をオン、または両方をオフにする ことを特
徴とする送受切替スイッチ。
【請求項６】
送信時には、前記第１のコントロール端子に正の電圧が印加されるとともに、前記第２の
コントロール端子に電圧が印加されないかあるいは負の 電圧が印加され、受
信時には、前記第１のコントロール端子に電圧が印加されないか、あるいは負の電圧が印
加されるとともに、前記第２のコントロール端子に正の 電圧が印加されるこ
とを特徴とする請求項５に記載の送受切替スイッチ。
【請求項７】
前記第１のダイオードのアノードとカソードがインダクタおよびコンデンサの直列回路を
介して接続され、前記第２のダイオードのカソードがコンデンサを介して接地されること
を特徴とする請求項６に記載の送受切替スイッチ。
【請求項８】
前記コントロール端子に印加される負の 電圧は、前記第２のダイオードのＱ
値を、負の 電圧を印加しないとき、あるいは零電圧のときのＱ値に比べ１．
５倍程度以上とするよう設定されていることを特徴とする請求項２に記載の送受切替スイ
ッチ。
【請求項９】
アンテナと接続されるアンテナ端子と、
送信回路と接続される送信端子と、
受信回路と接続される受信端子と、
電圧を印加するための コントロール端子と、
前記送信端子側にアノードが接続され、前記アンテナ端子側、及び前記 コントロー
ル端子側にカソードが接続される第１のダイオードと、
前記アンテナ端子と前記受信端子との間に接続されるストリップ線路と、
前記ストリップ線路と前記受信端子との間にカソードが接続され、アノードが接地される
第２のダイオードとにより構成され、
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前記第１及び第２のダイオードが前記
コントロール端子から並列に直流的に接 され、

前記 コントロール端子から前記第１のダイオード 前記第２のダイオード
両方をオン、または両方をオフにする電圧が供給さ

れることを特徴とする送受切替スイッチ。
【請求項１０】
送信時には、前記コントロール端子には負の 電圧が印加され、また受信時に
は、前記コントロール端子に正の 電圧が印加されることを特徴とする請求項
９に記載の送受切替スイッチ。
【請求項１１】
前記第１のダイオードのアノードとカソードがインダクタおよびコンデンサの直列回路を
介して接続され、前記第２のダイオードのアノードが、並列に接続されたインダクタおよ
びコンデンサを介して接地されることを特徴とする請求項１０に記載の送受切替スイッチ
。
【請求項１２】
前記第２のダイオードのカソードとアノードがインダクタおよびコンデンサの直列回路を
介して接続されていることを特徴とする請求項１０に記載の送受切替スイッチ。
【請求項１３】
アンテナと接続されるアンテナ端子と、
送信回路と接続される送信端子と、
受信回路と接続される受信端子と、
電圧を印加するための第１のコントロール端子と、
電圧を印加するための第２のコントロール端子と、
前記アンテナ端子側、及び前記第１のコントロール端子側にカソードが接続され前記送信
端子側、及び前記第２のコントロール端子にアノードが接続される第１のダイオードと、
前記アンテナ端子と前記受信端子の間に接続されるストリップ線路と、
前記ストリップ線路と前記受信端子との間にカソードが接続され、アノードが前記第２の
コントロール端子に接続される第２のダイオードとにより構成され、

前記第１のコントロール端子に印加される電圧と前記第２のコントロール端子に印加され
る電圧との差により 、前記第１のダイオード
前記第２のダイオードの両方をオン、または両方をオフにする ことを特
徴とする送受切替スイッチ。
【請求項１４】
送信時には、前記第１のコントロール端子に負の 電圧が印加されるとともに
、前記第２のコントロール端子に電圧が印加されないかあるいは正の 電圧が
印加され、受信時には、前記第１のコントロール端子に電圧が印加されないか、あるいは
正の 電圧が印加されるとともに、前記第２のコントロール端子に負の

電圧が印加されることを特徴とする請求項１３に記載の送受切替スイッチ。
【請求項１５】
前記第１のダイオードのカソードとアノードがインダクタおよびコンデンサの直列回路を
介して接続され、前記第２のダイオードのアノードが、並列に接続されたインダクタおよ
びコンデンサを介して接地されることを特徴とする請求項１４に記載の送受切替スイッチ
。
【請求項１６】
前記コントロール端子に印加される正の 電圧は、前記第２のダイオードのＱ
値を、正の 電圧を印加しないとき、あるいは零電圧のときのＱ値に比べ１．
５倍程度以上とするよう設定されていることを特徴とする請求項１０に記載の送受切替ス
イッチ。
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【請求項１７】
前記ストリップ線路が分布定数回路、あるいは集中定数回路より構成されることを特徴と
する請求項１、５、９及び、１３のいずれかに記載の送受切替スイッチ。
【請求項１８】
前記第２のダイオードのアノードとカソードがインダクタおよびコンデンサの直列回路を
介して接続されることを特徴とする請求項６、又は１４のいずれかに記載の送受切替スイ
ッチ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、無線機、携帯端末機などの高周波回路において、信号の伝送線路を切り替える
ために使用される送受切替スイッチに関する。
【０００２】
【従来の技術】
図１０は、従来の技術による送受切替スイッチ（詳細は特許公報第２８２２８２４号を参
照）の構成を示す図である。
【０００３】
図に示すように、従来の送受切替スイッチにおいて、送信回路Ｔｘはコンデンサ７０１を
介して、第１のダイオード７０２のアノードに接続され、第１のダイオード７０２のアノ
ードは、チョークコイルとして働く第１のストリップライン７０３およびコンデンサ７０
４を介して接地される。さらに、第１のストリップライン７０３とコンデンサ７０４の中
間点は抵抗７０５を関して第１のコントロール端子７０６に接続される。また、第１のダ
イオード７０２のカソードはコンデンサ７０７を介してアンテナＡＮＴに接続される。ア
ンテナＡＮＴには第２のストリップライン７０８が接続され、第２のストリップライン７
０８はコンデンサ７０９を介して受信回路Ｒｘに接続される。また、第２のストリップラ
イン７０８とコンデンサ７０９の中間点は第２のダイオード７１０とコンデンサ７１１と
の直列回路を介して接地される。
【０００４】
さらに、第１のダイオード７０２に並列にインダクタ７１２とコンデンサ７１３の直列回
路が接続され、第１のダイオード７０２に、つまりインダクタ７１２とコンデンサ７１３
の直列回路に並列に抵抗７１４が接続される。さらに、第２のダイオード７１０に並列に
別の抵抗７１５が接続され、この抵抗７１５は抵抗７１６を介して第２のコントロール端
子７１７に接続される。したがって、第２のコントロール端子７１７は第２のダイオード
７１０のカソード側に接続される。
【０００５】
このような構成を有する、従来の技術による送受切替スイッチの動作を以下に説明する。
【０００６】
この送受切替スイッチにおいて送信を行う場合、第１のコントロール端子７０６に正の電
圧が印加され、第１、及び第２のダイオード７０２、７１０に順方向の電圧が印加されＯ
Ｎ状態となり、送信回路Ｔｘからの送信信号はアンテナＡＮＴから送信される。一方、第
２のストリップライン７０８が第２のダイオード７１０により接地されて共振し、そのイ
ンピーダンスが無限大となるため、送信信号は受信回路Ｒｘには伝達されない。
【０００７】
次に、この送受切替スイッチにおいて受信を行う場合、第１のコントロール端子７０６の
電圧印加が停止され、第２のコントロール端子７１７に正の電圧が印加される。第２のコ
ントロール端子７１７に加えられた電圧は抵抗７１４、７１５などで分圧され、第１、及
び第２のダイオード７０２、７１０に逆方向の電圧として印加されるため、第１、及び第
２のダイオード７０２、７１０は確実にＯＦＦ状態となり、受信回路Ｒｘに受信信号が伝
達される。
【０００８】
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ところで、上記の受信の動作において、ダイオードにはキャパシタンス分が存在するため
、受信信号が送信回路Ｔに漏れる場合がある。これに対し、この送受切替スイッチは、第
１のダイオード７０２のキャパシタンス分とインダクタ７１２とで並列共振回路を形成す
ることにより、送信回路ＴｘとアンテナＡＮＴとの間のアイソレーションを良好にすると
ともに、第２のコントロール端子７１７に正の電圧を印加することにより、確実に第１の
ダイオード７０２をＯＦＦ状態とするようにしている。そのため、第１のダイオード７０
２のキャパシタンス分にばらつきが発生せず、安定した共振周波数を得ることができ、送
信回路ＴｘとアンテナＡＮＴとの間のアイソレーションを確実なものにすることができ、
アンテナＡＮＴと受信回路Ｒｘとの間の挿入損失を小さくすることができる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
従来の送受切替スイッチの構成および動作は以上のようなものであるが、しかしながら、
このような従来の送受切替スイッチにおいては、受信時において、抵抗分圧を用いること
で、第２のコントロール端子７１７から第１のダイオード７０２にも逆バイアス電圧を印
加するようにしている。
【００１０】
このため、受信の損失への寄与が大きい第２のダイオード７１０に十分な逆バイアス電圧
が与えられず、受信の損失が大きくなってしまうという課題があった。
【００１１】
本発明は、従来のこのような課題を解決するものであり、受信時におけるダイオードへ十
分な逆バイアス電圧を与えることのできる構成とすることにより、送信の特性を保持した
ままで、受信の損失を少なくできる送受切替スイッチを提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するために、第１の本発明（請求項１に対応）はアンテナと接続される
アンテナ端子と、送信回路と接続される送信端子と、受信回路と接続される受信端子と、
電圧を印加するための コントロール端子と、前記送信端子側にカソードが接続され
、前記アンテナ端子側、及び前記コントロール端子側にアノードが接続される第１のダイ
オードと、前記アンテナ端子と前記受信端子との間に接続されるストリップ線路と、前記
ストリップ線路と前記受信端子との間にアノードが接続され、カソードが接地される第２
のダイオードとにより構成され、 前記
第１及び第２のダイオードが前記 コントロール端子から並列に直流的に接 され、
前記 コントロール端子から前記第１のダイオードおよび前記第２のダイオード

両方をオン、または両方をオフにする電圧が供給
されることを特徴とする送受切替スイッチである。
【００１３】
また、第２の本発明（請求項２に対応）は、送信時には、前記コントロール端子には正の

電圧が印加され、また受信時には、前記コントロール端子に負の
電圧が印加されることを特徴とする上記本発明である。

【００１４】
また、第３の本発明（請求項５に対応）は、アンテナと接続されるアンテナ端子と、送信
回路と接続される送信端子と、受信回路と接続される受信端子と、
電圧を印加するための第１のコントロール端子と、電圧を印加するための第２のコントロ
ール端子と、前記アンテナ端子側、及び前記第１のコントロール端子側にアノードが接続
され前記送信端子側、及び前記第２のコントロール端子にカソードが接続される第１のダ
イオードと、前記アンテナ端子と前記受信端子の間に接続されるストリッブ線路と、前記
ストリップ線路と前記受信端子との間にアノードが接続され、カソードが前記第２のコン
トロール端子に接続される第２のダイオードとにより構成され、

前記第１のコントロール端子に印加される電圧と前記第２のコントロー

10

20

30

40

50

(5) JP 3581607 B2 2004.10.27

一つの

前記一つのコントロール端子と前記接地との間に、
一つの 続

一つの に同
時にバイアス電圧を与えることにより、

前記バイアス 前記バイア
ス

前記第１のコントロール
端子と前記第２のコントロール端子との間に、前記第１及び第２のダイオードが並列に直
流的に接続され、



ル端子に印加される電圧との差により 、前記第１
のダイオード 前記第２のダイオードの両方をオン、または両方をオフにする

ることを特徴とする送受切替スイッチである。
【００１５】
また、第４の本発明（請求項６に対応）は、送信時には、前記第１のコントロール端子に
正の電圧が印加されるとともに、前記第２のコントロール端子に電圧が印加されないかあ
るいは負の 電圧が印加され、受信時には、前記第１のコントロール端子に電
圧が印加されないか、あるいは負の電圧が印加されるとともに、前記第２のコントロール
端子に正の 電圧が印加されることを特徴とする上記本発明である。
【００１７】
また、第５の本発明（請求項８に対応）は、前記コントロール端子に印加される負の

電圧は、前記第２のダイオードのＱ値を、負の 電圧を印加しないと
き、あるいは零電圧のときのＱ値に比べ１．５倍程度以上とするよう設定されていること
を特徴とする上記本発明である。
【００１８】
また、第６の本発明（請求項９に対応）はアンテナと接続されるアンテナ端子と、　送信
回路と接続される送信端子と、受信回路と接続される受信端子と、
電圧を印加するための コントロール端子と、前記送信端子側にアノードが接続され
、前記アンテナ端子側、及び前記 コントロール端子側にカソードが接続される第１
のダイオードと、前記アンテナ端子と前記受信端子との間に接続されるストリップ線路と
、前記ストリップ線路と前記受信端子との間にカソードが接続され、アノードが接地され
る第２のダイオードとにより構成され、

前記第１及び第２のダイオードが前記 コントロール端子から並列に直流的に接
され、前記 コントロール端子から前記第１のダイオード 前記第２のダイオード

両方をオン、または両方をオフにする電圧が
供給されることを特徴とする送受切替スイッチである。
【００１９】
また、第７の本発明（請求項１０に対応）は、送信時には、前記コントロール端子には負
の 電圧が印加され、また受信時には、前記コントロール端子に正の

電圧が印加されることを特徴とする上記本発明である。
【００２０】
また、第８の本発明（請求項１３に対応）は、アンテナと接続されるアンテナ端子と、送
信回路と接続される送信端子と、受信回路と接続される受信端子と、
電圧を印加するための第１のコントロール端子と、電圧を印加するための第２のコントロ
ール端子と、前記アンテナ端子側、及び前記第１のコントロール端子側にカソードが接続
され前記送信端子側、及び前記第２のコントロール端子にアノードが接続される第１のダ
イオードと、前記アンテナ端子と前記受信端子の間に接続されるストリップ線路と、前記
ストリップ線路と前記受信端子との間にカソードが接続され、アノードが前記第２のコン
トロール端子に接続される第２のダイオードとにより構成され、

前記第１のコントロール端子に印加される電圧と前記第２のコントロー
ル端子に印加される電圧との差により 、前記第１
のダイオード 前記第２のダイオードの両方をオン、または両方をオフにする

ることを特徴とする送受切替スイッチである。
【００２１】
また、第９の本発明（請求項１４に対応）は、送信時には、前記第１のコントロール端子
に負の 電圧が印加されるとともに、前記第２のコントロール端子に電圧が印
加されないかあるいは正の 電圧が印加され、受信時には、前記第１のコント
ロール端子に電圧が印加されないか、あるいは正の 電圧が印加されるととも
に、前記第２のコントロール端子に負の 電圧が印加されることを特徴とする
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上記本発明である。
【００２３】
また、第１０の本発明（請求項１６に対応）は、前記コントロール端子に印加される正の

電圧は、前記第２のダイオードのＱ値を、正の 電圧を印加しな
いとき、あるいは零電圧のときのＱ値に比べ１．５倍程度以上とするよう設定されている
ことを特徴とする上記本発明である。
【００２４】
以上のような本発明の送受切替スイッチは、アンテナ端子と受信端子との間を接地するダ
イオードに十分な逆バイアス電圧を与えることを特徴とする。
【００２５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明における送受切替スイッチの実施の形態について、図面を参照しながら説明
する。
（第１の実施の形態）
図１は、本発明における第１の実施の形態の送受切替スイッチを示す図である。図におい
て、送受切替スイッチは、アンテナ端子１０１はアンテナＡＮＴに接続され、送信端子１
０２は送信回路Ｔｘに接続され、受信端子１０３は受信回路Ｒｘに接続され、コントロー
ル端子１０４は切替制御を行うコントロール回路ＣＯＮＴに接続される。送信端子１０２
はコンデンサ１０５を介して第１のダイオード１０６のカソードに接続され、第１のダイ
オード１０６のアノードは、接続点１０７、コンデンサ１０８を介してアンテナ端子１０
１に接続される。また、アンテナ端子１０１は、コンデンサ１０８、接続点１０７、スト
リップ線路１０９、コンデンサ１１０を介して受信端子１０３に接続される。また、第１
のダイオード１０６のカソードは、インダクタ１１１を介して接地される。第１のダイオ
ード１０６のアノードは接続点１０７、インダクタ１１２、抵抗１１３を介してコントロ
ール端子１０４に接続され、インダクタ１１２と抵抗１１３の中間にはコンデンサ１１４
を介して接地される。
【００２６】
さらに、第１のダイオード１０６に並列にインダクタ１１５とコンデンサ１１６の直列回
路が接続される。また、ストリップ線路１０９とコンデンサ１１０の中間には第２のダイ
オード１１７のアノードが接続され、第２のダイオード１１７のカソードはコンデンサ１
１８、及びインダクタ１１９を並列に介して接地されている。
【００２７】
以上のような構成を有する本実施の形態の送受切替スイッチの動作について、以下、説明
を行う。
【００２８】
はじめに、送信回路に接続する動作を説明する。送受切替スイッチにおいて、送信回路Ｔ
ｘとアンテナＡＮＴを接続する場合、コントロール回路ＣＯＮＴからコントロール端子１
０４に第１、及び第２のダイオード１０６、１１７を動作させる正の電圧が与えられる。
このときコントロール端子１０４から与えられた正の電圧はコンデンサ１０５、１０８、
１１０、１１４、１１６、１１８により直流カットされ、第１のダイオード１０６、イン
ダクタ１１１、１１２、抵抗１１３を含む回路、及び第２のダイオード１１７、ストリッ
プ線路１０９、インダクタ１１２、１１９、抵抗１１３を含む回路のみ正の電圧が与えら
れ、第１、及び第２のダイオード１０６、１１７はＯＮ状態となる。
【００２９】
上記の状態において、第１のダイオード１０６がＯＮとなることにより、送信端子１０２
とアンテナ端子１０１間のインピーダンスが低くなり接続される。このとき、第１のダイ
オード１０６のカソードはインダクタ１１１を介して接地されているが、送信周波数にお
いて十分高いインピーダンスとすることにより、インダクタ１１１がチョークコイルとし
て働くため、高周波的には接地の影響がない状態となる。
【００３０】
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また、第２のダイオード１１７がＯＮとなることにより、ストリップ線路１０９は高周波
的に接地されて共振するため、接続点１０７から受信端子１０３側を見たインピーダンス
が非常に大きくなり、受信回路Ｒｘには送信端子１０２からの信号は伝達されない。
【００３１】
ところで、送信時においては第１と第２のダイオード１０６、１１７はＯＮ状態となるが
、このときこれらのダイオードにはインダクタンス成分が存在し、接続点１０７から受信
回路Ｒｘを見たインピーダンスが十分大きくできない。
【００３２】
そこで本実施の形態では、第２のダイオード１１７のカソードをコンデンサ１１８を介し
て接地することにより、第２のダイオード１１７のインダクタンス成分とコンデンサ１１
８とで直列共振回路を形成し、接続点１０７から受信回路Ｒｘを見たインピーダンスが十
分大きくなるようにした。これにより、送信回路Ｔｘからの信号が受信回路Ｒｘに漏れる
ことなく、送信回路ＴｘとアンテナＡＮＴの挿入損失を小さくできる。
【００３３】
次に、受信回路に接続する動作を説明する。送受切替スイッチにおいて、アンテナＡＮＴ
と受信回路Ｒｘを接続する場合、コントロール回路ＣＯＮＴからコントロール端子１０４
に第１、及び第２のダイオード１０６、１１７をＯＦＦとする負の電圧が与えられ、第１
、及び第２のダイオード１０６、１１７はＯＦＦ状態となる。
【００３４】
上記の状態において、第１のダイオード１０６をＯＦＦにすることにより、アンテナ端子
１０１から送信端子１０２への経路がカットされるとともに、さらに第２のダイオード１
１７がＯＦＦとなることにより、受信端子１０３とアンテナ端子１０１間のインピーダン
スが低くなり、両者は接続される。
【００３５】
このとき、第１、及び第２のダイオード１０６、１１７にはキャパシタンス成分が存在す
るため、アンテナＡＮＴからの受信信号が送信回路Ｔｘに漏れる場合、さらに、第２のダ
イオード１１７が並列に接続されていることによる受信の挿入損失の増加につながる場合
がある。
【００３６】
しかしながら、本実施の形態の送受切替スイッチにおいては、第１のダイオード１０６と
並列にインダクタ１１５が接続されているため、第１のダイオード１０６のキャパシタン
ス成分とインダクタ１１５で並列共振回路が形成され、接続点１０７から送信回路側を見
たインピーダンスは非常に大きくなり、アンテナＡＮＴからの受信信号は送信回路Ｔｘに
漏れることなく受信回路Ｒｘに伝達される。
【００３７】
さらに、第２のダイオード１１７に関しては、第１のダイオード１０６と並列に接続され
ており、コントロール端子１０４からの負の電圧が分圧することなく印加されるため、十
分な逆バイアス電圧が与えられているので、第２のダイオード１１７での損失を最小限に
抑え、受信の挿入損失を改善することができる。
【００３８】
ここで、第２のダイオード１１７の動作について詳細な説明を行う。第２のダイオードの
みについて考えると、図２（ａ）に示すように、受信時には第２のダイオード１１７が並
列に接地されている構成となり、その等価回路は、簡易的にコンダクタンスＧとサセプタ
ンスＢにより図２（ｂ）のように表せる。
【００３９】
この第２のダイオードに逆バイアス電圧を与えることにより、そのインピーダンスは逆バ
イアス電圧の大きさによって変化する、すなわち第２のダイオードのＱ値が変化する。こ
の場合、Ｑ値はＱ＝Ｂ／Ｇで表される。
【００４０】
また図３に示すのは、２ＧＨｚ帯の周波数における第２のダイオードに与える逆バイアス
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電圧の大きさとＱ値、及びアンテナ端子１０１と受信端子１０３間の損失との関係である
。図３において、横軸は逆バイアス電圧、縦軸はＱ値、及び損失である。逆バイアス電圧
が大きいほど第２のダイオード１１７のＱ値はおおきくなり、また、アンテナ端子１０１
と受信端子１０３間の損失は小さくなっている。すなわち、逆バイアス電圧が大きいほど
受信時の損失は改善できる。図３においては、第２のダイオード１１７における零電圧時
のＱ値の１．５倍程度となる－１．５Ｖの逆バイアス電圧を与えることによりアンテナ端
子１０１と受信端子１０３間損失がおおよそ０．１ｄＢ改善されている。
【００４１】
次に、図４に、本発明における第１の実施の形態の送受切替スイッチの第２の構成例を示
す。図に示すように、本実施の形態の送受切替スイッチの第２の構成例は、上述した第１
の構成例と比較して、第１および第２のダイオードの極性がそれぞれ反転している点にお
いて異なる。すなわち、図に示すように、送受切替スイッチにおいて、送信端子１０２は
コンデンサ１０５を介して第１のダイオード１０６のアノードに接続され、第１のダイオ
ード１０６のカソードは、接続点１０７、コンデンサ１０８を介してアンテナ端子１０１
に接続される。また、第１のダイオード１０６のアノードは、インダクタ１１１を介して
接地される。第１のダイオード１０６のカソードは接続点１０７、インダクタ１１２、抵
抗１１３を介してコントロール端子１０４に接続され、インダクタ１１２と抵抗１１３の
中間にはコンデンサ１１４を介して接地される。
【００４２】
このような構成を有する本実施の形態の第２の構成例の動作は、以下の通りである。すな
わち、送信回路ＴｘとアンテナＡＮＴを接続する場合は、コントロール回路ＣＯＮＴから
コントロール端子１０４に第１、及び第２のダイオード１０６、１１７を動作させる負の
電圧が与えられ、第１のダイオード１０６がＯＮとなることにより、送信端子１０２とア
ンテナ端子１０１間のインピーダンスが低くなり接続される。また、この場合も上述第１
例と同様、第２のダイオード１１７がＯＮとなることにより、ストリップ線路１０９は高
周波的に接地されて共振するため、接続点１０７から受信端子１０３側を見たインピーダ
ンスが非常に大きくなり、受信回路Ｒｘには送信端子１０２からの信号は伝達されない。
【００４３】
次に、アンテナＡＮＴと受信回路Ｒｘを接続する場合、コントロール回路ＣＯＮＴからコ
ントロール端子１０４に第１、及び第２のダイオード１０６、１１７をＯＦＦとする正の
電圧が与えられ、第２のダイオード１１７がＯＦＦとなることにより、受信端子１０３と
アンテナ端子１０１間のインピーダンスが低くなり、両者は接続される。さらに、上述第
１例と同様、第２のダイオード１１７は第１のダイオード１０６と並列に接続されており
、コントロール端子１０４からの正の電圧が分圧することなく印加されるため、十分な逆
バイアス電圧が与えられているので、第２のダイオード１１７での損失を最小限に抑え、
受信の挿入損失を改善することができる。
【００４４】
このように、本発明における第１の実施の形態の送受切替スイッチは、アンテナと接続さ
れるアンテナ端子と、送信回路と接続される送信端子と、受信回路と接続される受信端子
と、前記送信端子側にカソードが接続され前記アンテナ端子側、及びコントロール端子側
にアノードが接続される第１のダイオードと、前記アンテナ端子と前記受信端子の間に接
続されるストリップ線路と、前記ストリップ線路と前記受信端子との間にアノードが接続
されカソードが接地される第２のダイオードとにより構成され、第１、及び第２のダイオ
ード１０６、１１７に与えられる逆バイアス電圧を大きくすることができ、それにより、
受信時の損失を改善できるものである。
【００４５】
なお、本発明の第１の実施の形態で示した図３の特性は、使用するダイオードにより異な
るものであり、逆バイアス電圧の大きさ、及び改善量は本実施例の値とは異なるが、逆バ
イアス電圧を与えてＱ値を大きくすることによる受信時の低損失化の効果に関しては同様
である。
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【００４６】
また、ストリップ線路は送信周波数に関して、波長λの１／４の長さが理想的であり、分
布定数回路、あるいは集中定数回路により構成されていてもかまわない。また、インダク
タ１１１、１１２、１１５、１１９はコイル、もしくはストリップ線路により形成されて
もかまわないが、これらのインダクタに関しては、損失を考慮するとＱ値の高いものを用
いるのが望ましい。
【００４７】
また、第１のダイオード１０６に並列に接続されるインダクタ１１５には、インダクタ１
１５を介して直接電流が流れることを防ぐためにコンデンサ１１６が直列に接続されてい
るが、これらの値は、第１のダイオード１０６のキャパシタンス成分と、インダクタ１１
５とコンデンサ１１６の直列回路との並列共振を与える値に設定すればよい。
【００４８】
また、第２のダイオード１１７のカソード（第２の構成例ではアノード）はコンデンサ１
１８とインダクタ１１９を介して並列に接地されているが、このインダクタ１１９は第２
のダイオード１１７の直流電流経路を確保するものであり、これらの値は、第２のダイオ
ード１１７がＯＮ状態にある場合は、第２のダイオード１１７のインダクタンス成分と、
コンデンサ１１８とインダクタ１１９の並列回路の直列共振を与える値に設定すればよい
。
【００４９】
また、図５に示すように、第２のダイオード１１７のアノードとカソードとをインダクタ
４０１、コンデンサ４０２を介して接続してもよい。この場合は、受信時、すなわち第２
のダイオード１１７のＯＦＦ状態のキャパシタンス成分と、インダクタ４０１とコンデン
サ４０２との直列回路とにより並列共振回路が形成され、さらなる低損失化の効果が実現
できるものである。
（第２の実施の形態）
図６は、本発明における第２の実施の形態の送受切替スイッチを示す図である。
【００５０】

おいて、送受切替スイッチは、アンテナ端子１０１はアンテナＡＮＴに接続され、
送信端子１０２は送信回路Ｔｘに接続され、受信端子１０３は受信回路Ｒｘに接続され、
第１のコントロール端子５０１は切替制御を行うコントロール回路ＣＯＮＴ１に接続され
、第２のコントロール端子５０２は切替制御を行うコントロール回路ＣＯＮＴ２に接続さ
れる。送信端子１０２はコンデンサ１０５を介して第１のダイオード１０６のカソードに
接続され、第１のダイオード１０６のアノードは、接続点１０７、コンデンサ１０８を介
してアンテナ端子１０１に接続される。また、アンテナ端子１０１は、コンデンサ１０８
、接続点１０７、ストリップ線路１０９、コンデンサ１１０を介して受信端子１０３に接
続される。また、第１のダイオード１０６のカソードは、インダクタ５０３、抵抗５０４
を介して第２のコントロール端子５０２に接続され、インダクタ５０３と抵抗５０４の中
間にはコンデンサ５０５を介して接地される。第１のダイオード１０６のアノードは接続
点１０７、インダクタ１１２、抵抗１１３を介して第１のコントロール端子５０１に接続
され、インダクタ１１２と抵抗１１３の中間にはコンデンサ１１４を介して接地される。
【００５１】
さらに、第１のダイオード１０６に並列にインダクタ１１５とコンデンサ１１６の直列回
路が接続される。また、ストリップ線路１０９とコンデンサ１１０の中間には第２のダイ
オード１１７のアノードが接続され、第２のダイオード１１７のカソードはインダクタ５
０６、抵抗５０７を介して第２のコントロール端子５０２に接続され、インダクタ５０６
と抵抗５０７の中間にはコンデンサ５０８を介して接地されている。
【００５２】
以上のような構成を有する本実施の形態の送受切替スイッチの動作について、以下、説明
を行う。
【００５３】

10

20

30

40

50

(10) JP 3581607 B2 2004.10.27

図６に



はじめに、送信回路に接続する動作を説明する。送受切替スイッチにおいて、送信回路Ｔ
ｘとアンテナＡＮＴを接続する場合、第１のコントロール回路ＣＯＮＴ１から第１のコン
トロール端子５０１には、第１、及び第２のダイオード１０６、１１７を動作させる正の
電圧が与えられ、また、第２のコントロール回路ＣＯＮＴ２から第２のコントロール端子
５０２には電圧が停止、あるいは零電圧、もしくは負の電圧が与えられる。
【００５４】
このとき、第１のコントロール端子５０１から与えられた正の電圧は、コンデンサ１０５
、１０８、１１０、１１４、１１６、５０５、５０８により直流カットされ、第１のダイ
オード１０６、インダクタ１１２、５０３、抵抗１１３、５０４を含む回路、及び第２の
ダイオード１１７、ストリップ線路１０９、インダクタ１１２、５０６、抵抗１１３、５
０７を含む回路のみ正の電圧が与えられ、第１、及び第２のダイオード１０６、１１７は
ＯＮ状態となる。
【００５５】
上記の状態において、第１のダイオード１０６がＯＮとなることにより、送信端子１０２
とアンテナ端子１０１間のインピーダンスが低くなり接続される。このとき、第１のダイ
オード１０６のカソードはインダクタ５０３を介して第２のコントロール端子５０２に接
続されているが、送信周波数において十分高いインピーダンスとすることにより、インダ
クタ５０３はチョークコイルとして働くため、高周波的には送信端子１０２とアンテナ端
子１０１との経路には影響がない状態となる。
【００５６】
また、第２のダイオード１１７がＯＮとなることにより、ストリップ線路１０９は高周波
的に接地されて共振するため、接続点１０７から受信端子１０３側を見たインピーダンス
が非常に大きくなり、受信回路Ｒｘには送信端子１０２からの信号は伝達されない。
【００５７】
ところで、送信時においては第１と第２のダイオード１０６、１１７はＯＮ状態となるが
、このときこれらのダイオードにはインダクタンス成分が存在し、接続点１０７から受信
回路Ｒｘを見たインピーダンスが十分大きくできない。
【００５８】
そこで本実施の形態では、第２のダイオード１１７のカソードをコンデンサ５０８を介し
て接地することにより、第２のダイオード１１７のインダクタンス成分とコンデンサ５０
８とで直列共振回路を形成し、接続点１０７から受信回路Ｒｘを見たインピーダンスが十
分大きくなるようにした。これにより、送信回路Ｔｘからの信号が受信回路Ｒｘに漏れる
ことなく、送信回路ＴｘとアンテナＡＮＴの挿入損失を小さくできる。
【００５９】
次に、受信回路に接続する動作を説明する。送受切替スイッチにおいて、アンテナＡＮＴ
と受信回路Ｒｘを接続する場合、第１のコントロール回路ＣＯＮＴ１から第１のコントロ
ール端子５０１に第１、及び第２のダイオード１０６、１１７をＯＦＦとする負の電圧が
与えられ、また、第２のコントロール回路ＣＯＮＴ２から第２のコントロール端子５０２
には電圧が停止、あるいは零電圧、もしくは正の電圧が与えられ、第１、及び第２のダイ
オード１０６、１１７はＯＦＦ状態となる。
【００６０】
上記の状態において、第１のダイオード１０６をＯＦＦにすることにより、アンテナ端子
１０１から送信端子１０２への経路がカットされるとともに、さらに第２のダイオード１
１７がＯＦＦとなることにより、受信端子１０３とアンテナ端子１０１間のインピーダン
スが低くなり、両者は接続される。
【００６１】
このとき、第１、及び第２のダイオード１０６、１１７にはキャパシタンス成分が存在す
るため、アンテナＡＮＴからの受信信号が送信回路Ｔｘに漏れる場合、さらに、第２のダ
イオード１１７が並列に接続されていることによる受信時の挿入損失の増加につながる。
【００６２】
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しかしながら、本実施の形態の送受切替スイッチにおいては、第１のダイオード１０６と
並列にインダクタ１１５が接続されているため、第１のダイオード１０６のキャパシタン
ス成分とインダクタ１１５で並列共振回路が形成され、接続点１０７から送信回路側を見
たインピーダンスは非常に大きくなり、アンテナＡＮＴからの受信信号は送信回路Ｔｘに
漏れることなく受信回路Ｒｘに伝達される。
【００６３】
さらには、第２のダイオード１１７に関しては、第１のダイオード１０６と並列に接続さ
れており、コントロール端子５０１からの負の電圧が分圧することなく印加されるため、
十分な逆バイアス電圧が与えられているので、第２のダイオード１１７での損失を最小限
に抑え、受信の挿入損失を改善することができる。
【００６４】
以上説明した、本発明の第２の実施の形態の動作および効果は第１の実施の形態と同様で
あるが、本発明の第２の実施の形態において、第１の実施の形態と異なるのは、第１、及
び第２のダイオード１０６，１０７のカソード側が第２のコントロール端子５０２に接続
されている点である。これにより、受信時には、第１のコントロール端子５０１の電圧を
停止、もしくは零電圧とし、第２のコントロール端子５０２の電圧を正の電圧とすること
により、第１の実施の形態とは異なり、負の電圧を用いることなく、第２のダイオード１
１７に十分な逆バイアス電圧を与えることができる。
【００６５】
なお、本実施の形態も、第１の実施の形態の第２構成例と同様、第２構成例として、第１
および第２のダイオードの極性をそれぞれ反転させたものを用いることができる。
【００６６】
図７は、本発明の第２の実施の形態の第２構成例を示す図である。図に示すように、送受
切替スイッチにおいて、送信端子１０２はコンデンサ１０５を介して第１のダイオード１
０６のアノードに接続され、第１のダイオード１０６のカソードは、接続点１０７、コン
デンサ１０８を介してアンテナ端子１０１に接続される。また、第１のダイオード１０６
のアノードは、インダクタ５０３、抵抗５０４を介して第２のコントロール端子５０２に
接続され、インダクタ５０３と抵抗５０４の中間にはコンデンサ５０５を介して接地され
る。第１のダイオード１０６のカソードは接続点１０７、インダクタ１１２、抵抗１１３
を介して第１のコントロール端子５０１に接続され、インダクタ１１２と抵抗１１３の中
間にはコンデンサ１１４を介して接地される。
【００６７】
さらに、ストリップ線路１０９とコンデンサ１１０の中間には第２のダイオード１１７の
カソードが接続され、第２のダイオード１１７のアノードはインダクタ５０６、抵抗５０
７を介して第２のコントロール端子５０２に接続され、インダクタ５０６と抵抗５０７の
中間にはコンデンサ５０８を介して接地されている。
【００６８】
このような構成を有する本発明の第２の実施の形態の第２構成例の動作は、送信回路Ｔｘ
と接続する場合は、第１のコントロール回路ＣＯＮＴ１から第１のコントロール端子５０
１には、第１、及び第２のダイオード１０６、１１７を動作させる負の電圧を与えるとと
もに、第２のコントロール回路ＣＯＮＴ２から第２のコントロール端子５０２には電圧が
停止、あるいは零電圧、もしくは正の電圧が与えることにより動作が行われ、また、受信
回路Ｒｘと接続する場合は、第１のコントロール回路ＣＯＮＴ１から第１のコントロール
端子５０１に第１、及び第２のダイオード１０６、１１７をＯＦＦとする正の電圧が与え
られ、また、第２のコントロール回路ＣＯＮＴ２から第２のコントロール端子５０２には
電圧が停止、あるいは零電圧、もしくは負の電圧が与えられることにより動作が行われ、
いずれの場合においても、上述の第１構成例と同様の作用、効果を奏する。
（第３の実施の形態）
図８は、本発明における第３の実施の形態の送受切替スイッチを示す図である。
【００６９】
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図において、送受切替スイッチは、アンテナ端子１０１はアンテナＡＮＴに接続され、送
信端子１０２は送信回路Ｔｘに接続され、受信端子１０３は受信回路Ｒｘに接続され、コ
ントロール端子１０４は切替制御を行うコントロール回路ＣＯＮＴに接続される。送信端
子１０２はコンデンサ１０５を介して第１のダイオード１０６のアノードに接続され、第
１のダイオード１０６のカソードは、接続点１０７、コンデンサ１０８を介してアンテナ
端子１０１に接続される。また、アンテナ端子１０１は、コンデンサ１０８、接続点１０
７、ストリップ線路１０９、コンデンサ１１０を介して受信端子１０３に接続される。ま
た、第１のダイオード１０６のアノードはインダクタ６０１、抵抗６０２を介してコント
ロール端子１０４に接続され、インダクタ６０１と抵抗６０２の中間にはコンデンサ６０
３を介して接地される。さらに、第１のダイオード１０６に並列にインダクタ１１５とコ
ンデンサ１１６の直列回路が接続される。
【００７０】
また、ストリップ線路１０９とコンデンサ１１０の中間には第２のダイオード１１７のア
ノードが接続され、第２のダイオード１１７のカソードはコンデンサ１１８、及びインダ
クタ１１９を並列に介して接地されている。
【００７１】
以上のような構成を有する本実施の形態の送受切替スイッチの動作について、以下、説明
を行う。
【００７２】
はじめに、送信回路に接続する動作を説明する。送受切替スイッチにおいて、送信回路Ｔ
ｘとアンテナＡＮＴを接続する場合、コントロール回路ＣＯＮＴからコントロール端子１
０４に第１、及び第２のダイオード１０６、１１７を動作させる正の電圧が与えられる。
【００７３】
このとき、コントロール端子１０４から与えられた正の電圧はコンデンサ１０５、１０８
、１１０、１１６、１１８、６０３により直流カットされ、第１、及び第２のダイオード
１０６、１１７、インダクタ６０１、１１９、抵抗６０２、ストリップ線路１０９を含む
回路のみ正の電圧が与えられ、第１、及び第２のダイオード１０６、１１７はＯＮ状態と
なる。
【００７４】
上記の状態において、第１のダイオード１０６がＯＮとなることにより、送信端子１０２
とアンテナ端子１０１間のインピーダンスが低くなり接続される。このとき、第１のダイ
オード１０６のアノードはインダクタ６０１を介してコントロール端子１０４に接続され
ているが、送信周波数において十分高いインピーダンスとすることにより、インダクタ６
０１はチョークコイルとして働くため、高周波的には送信端子１０２とアンテナ端子１０
１との経路には影響がない状態となる。
【００７５】
また、第２のダイオード１１７がＯＮとなることによりストリップ線路１０９は高周波的
に接地されて共振するため、接続点１０７から受信端子１０３側を見たインピーダンスが
非常に大きくなり、受信回路Ｒｘには送信端子１０２からの信号は伝達されない。
【００７６】
ところで、送信時においては第１と第２のダイオード１０６、１１７はＯＮ状態となるが
、このときこれらのダイオードにはインダクタンス成分が存在し、接続点１０７から受信
回路Ｒｘを見たインピーダンスが十分大きくできない。
【００７７】
そこで本実施の形態では、第２のダイオード１１７のカソードをコンデンサ１１８を介し
て接地することにより、第２のダイオード１１７のインダクタンス成分とコンデンサ１１
８とで直列共振回路を形成し、接続点１０７から受信回路Ｒｘを見たインピーダンスが十
分大きくなるようにした。これにより、送信回路Ｔｘからの信号が受信回路Ｒｘに漏れる
ことなく、送信回路ＴｘとアンテナＡＮＴの挿入損失を小さくできる。
【００７８】
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次に、受信回路に接続する動作を説明する。送受切替スイッチにおいて、アンテナＡＮＴ
と受信回路Ｒｘを接続する場合、コントロール回路ＣＯＮＴからコントロール端子１０４
に第１、及び第２のダイオード１０６、１１７をＯＦＦとする負の電圧が与えられ、第１
、及び第２のダイオード１０６、１１７はＯＦＦ状態となり、特に、第１のダイオード１
０６をＯＦＦにすることにより、アンテナ端子１０１から送信端子１０２への経路がカッ
トされるとともに、さらに第２のダイオード１１７がＯＦＦとなることにより、受信端子
１０３とアンテナ端子１０１間のインピーダンスが低くなり、両者は接続される。
【００７９】
このとき、第１、及び第２のダイオード１０６、１１７にはキャパシタンス成分が存在す
るため、アンテナＡＮＴからの受信信号が送信回路Ｔｘに漏れる場合、さらに、第２のダ
イオード１１７が並列に接続されていることによる受信時の挿入損失の増加につながる場
合がある。
【００８０】
しかしながら、本実施の形態の送受切替スイッチにおいては、第１または第２の実施の形
態と同様、第１のダイオード１０６と並列にインダクタ１１５が接続されているため、第
１のダイオード１０６のキャパシタンス成分とインダクタ１１５で並列共振回路が形成さ
れ、接続点１０７から送信回路側を見たインピーダンスは非常に大きくなり、アンテナＡ
ＮＴからの受信信号は送信回路Ｔｘに漏れることなく受信回路Ｒｘに伝達される。
【００８１】
ここで、本実施の形態において、第１の実施の形態と異なるのは、第１の実施の形態にお
いては第１、及び第２のダイオード１０６、１１７はコントロール端子１０４に並列に接
続される構成となっているが、第３の実施の形態においては第１、及び第２のダイオード
１０６、１１７はコントロール端子１０４に直列に接続される構成となっている。この場
合、受信時に第２のダイオード１１７に与えられる逆バイアス電圧は第１のダイオード１
０６と第２のダイオード１１７との直列接続により分圧となるが、第２のダイオード１１
７に逆バイアスを与えることにより、第２のダイオード１１７のＱ値を向上して受信時の
損失を改善するという効果は第１の実施の形態と同様である。
【００８２】
したがって、第２のダイオード１１７に関しては、十分な逆バイアス電圧が与えられてい
るため、第２のダイオード１１７での損失を最小限に抑え、受信の挿入損失を改善するこ
とができる。
【００８３】
なお、本実施の形態も、第１および第２の実施の形態のそれぞれの第２構成例と同様、第
２構成例として、第１および第２のダイオードの極性をそれぞれ反転させたものを用いる
ことができる。
【００８４】
図９は、本発明の第３の実施の形態の第２構成例を示す図である。図に示すように、送受
切替スイッチにおいて、送信端子１０２はコンデンサ１０５を介して第１のダイオード１
０６のカソードに接続され、第１のダイオード１０６のアノードは、接続点１０７、コン
デンサ１０８を介してアンテナ端子１０１に接続される。また、第１のダイオード１０６
のカソードはインダクタ６０１、抵抗６０２を介してコントロール端子１０４に接続され
る。また、ストリップ線路１０９とコンデンサ１１０の中間には第２のダイオード１１７
のカソードが接続され、第２のダイオード１１７のアノードはコンデンサ１１８、及びイ
ンダクタ１１９を並列に介して接地されている。
【００８５】
このような構成を有する本発明の第３の実施の形態の第２構成例の動作は、送信回路Ｔｘ
と接続する場合は、コントロール回路ＣＯＮＴからコントロール端子１０４に第１、及び
第２のダイオード１０６、１１７を動作させる負の電圧が与えられて接続動作が行われ、
受信回路Ｒｘと接続する場合は、コントロール回路ＣＯＮＴからコントロール端子１０４
に第１、及び第２のダイオード１０６、１１７をＯＦＦとする正の電圧が与えられ、第１
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のダイオード１０６をＯＦＦにすることにより、アンテナ端子１０１から送信端子１０２
への経路がカットされるとともに、さらに第２のダイオード１１７がＯＦＦとなることに
より、受信端子１０３とアンテナ端子１０１間のインピーダンスが低くなり、両者は接続
される。送信回路Ｔｘ、受信回路Ｒｘいずれの回路と接続する場合の動作でも、上述の第
１構成例と同様の作用、効果を奏する。
【００８６】
なお、本発明の第１および第３の実施の形態においては、特にスイッチ切替のためのコン
トロール端子を一つとしたことで、従来例よりも構成を単純化して、回路を小型化できる
効果がある。
【００８７】
以上の構成とすることにより、本発明の送受切替スイッチは、受信時におけるダイオード
へ十分なバイアス電圧を与えることのできる構成とすることにより、送信の特性を保持し
たままで、受信の損失を少なくできる送受切替スイッチを提供することを目的とする。
【００８８】
以上説明したように本発明の送受切替スイッチは、アンテナと接続されるアンテナ端子と
、送信回路と接続される送信端子と、受信回路と接続される受信端子と、前記送信端子側
にカソードが接続され前記アンテナ端子側、及びコントロール端子側にアノードが接続さ
れる第１のダイオードと、前記アンテナ端子と前記受信端子の間に接続されるストリップ
線路と、前記ストリップ線路と前記受信端子との間にアノードが接続されカソードが接地
される第２のダイオードとにより構成され、受信時におけるダイオードへ十分な逆バイア
ス電圧を与え、第２のダイオードのＱ値を向上させることにより、第２のダイオードが並
列接続されることによる受信時の損失を改善することができる。
【００８９】
【発明の効果】
以上述べたところから明らかなように本発明は、送受切替スイッチにおいて、送信時の特
性を保持したままで、受信時の挿入損失を改善できるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明における第１の実施の形態の送受切替スイッチの構成図
【図２】（ａ）ダイオードの並列接地の図
（ｂ）ダイオードのＯＦＦ時における並列接地の簡易等価回路図
【図３】ＯＦＦ時のダイオードのＱ値、及び並列接地時の損失と逆バイアス電圧特性を示
す図
【図４】本発明における第１の実施の形態の送受切替スイッチの第２例の構成図
【図５】本発明における第１の実施の形態の送受切替スイッチの構成の別の形態図
【図６】本発明における第２の実施の形態の送受切替スイッチの構成図
【図７】本発明における第１の実施の形態の送受切替スイッチの第２例の構成図
【図８】本発明における第３の実施の形態の送受切替スイッチの構成図
【図９】本発明における第３の実施の形態の送受切替スイッチの第２例の構成図
【図１０】従来の送受切替スイッチの構成図
【符号の説明】
１０１　アンテナ端子
１０２　送信端子
１０３　受信端子
１０４　コントロール端子
１０５、１０８、１１０、１１４、１１６、１１８、４０２、５０５、５０８、６０３、
７０１、７０４、７０７、７０９、７１１、７１３　コンデンサ
１０６、７０２　第１のダイオード
１０７　接続点
１０９　ストリップ線路
１１１、１１２、１１５、１１９、４０１、５０３、５０６、６０１、７１２
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インダクタ
１１３、５０４、５０７、６０２、７０５、７１４、７１５、７１６　抵抗
１１７、７１０　第２のダイオード
５０１、７０６　第１のコントロール端子
５０２、７１７　第２のコントロール端子
７０３　第１のストリップライン
７０８　第２のストリップライン

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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